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応用できるものと考える。
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【目的】　ピアルロン酸（HA）は日本で臨床的に変形
性関節症（OA）の治療に用いられているが、その作用
機序はまだ完全には解明されていない。我々は細胞外
マトリックス分解酵素であるMMP－1，一3，一13およびそ
れらのインヒビターであるTIMP－1について検討を
行ってきた。それによりHA投与による軟骨分解抑制
作用が示唆された。近年、OAにおけるアポトーシス
の関与についての報告が注目されてきている。今回
我々はOAにおけるHA投与療法が関節軟骨アポ
トーシスにどのような効果を示すのか検討した。
【対象と方法】体重2～2．5kg（週齢10～12週）の
Newzealand　white　rabbitを用いて両側膝関節に対し
Colomboの方法に準じてOAモデルを作成。術直後
より左側に分子量190万のHAを、右側に対象群とし
てリン酸緩衝生理食塩液をそれぞれ0．lml／kg、2回／
週の頻度で関節内注入し、術後2週で大腿骨および脛
骨外側関節軟骨を採取した。また分子量80万のHA
においても同様のモデルを作成した。関節軟骨採取直
後に20％ホルマリンにて固定後、パラフィン薄切切片
を作製した。これらにつき、アポトーシス経路のdeath
ligandであるFas、実行因子であるCaspase－3および
Caspase－9、アポトーシス抑制因子であるBcl－2につい
て免疫組織染色を行った。
【結果】分子量190万のHA投与群におけるFas、
Caspase－3およびCaspase－9陽性細胞は生食投与群と
比較して減少していた。Bcl－2陽性細胞はHA投与群
において生食投与群と比較して増加していた。分子量
80万のHAにてもほぼ同様の結果が得られた。
【考察】　ピアルロン酸投与により細胞外マトリック
スの分解が抑制され、軟骨細胞間の結合力が維持され
る。その結果、カスパーゼカスケードを介するアポ
トーシスシグナルが抑制されることが示唆された。
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【はじめに】慢「生化膿性骨髄炎や化膿性椎間板炎な
どの難治性感染症に対して、まず抗生剤投与、安静加
療などの保存的治療を行うが、治療に難渋して病巣掻
爬などの外科的治療を要する場合も少なくない。今回
骨補填材として抗生剤を封入したハイドロキシアパ
タイト（以下HA）を使用した2症例を経験したので
報告する。
【症例】　症例1；56歳女性、幼少期に左化膿性膝関節
炎にて手術歴あり。以後下部に浸出液認めるも、通院
することなく自己消毒していたが、膝関節痛出現した
ため当科初診。左膝関節外側に塵孔を認めるも、血液
学的炎症所見は認められなかった。慢性化膿性骨髄炎
の診断にて、まず病巣掻爬およびGMセメントビーズ
を挿入。術中の培養より結核菌同定され、RFP，rNHお
よびPZAの抗結核薬の治療を開始。3ヶ月の待機期間
をおいて、セメントビーズ抜去後LVFX封入HA挿
入し、Ilizarov創外固定を用いて膝関節10．屈曲位にて
関節固定術を施行した。現在術後3ヶ月であるが経過
良好である。
　症例2；60歳女性、糖尿病にてインスリン導入して
いる。腎孟腎炎にて内科入院となり、腰痛にて体動困
難なため当科初診。徐々に椎問狭少およびL5、Sl終板
の融解像を認め、化膿性椎間板炎および脊椎炎の診断
にて、抗生剤投与および高圧酸素療法の保存的治療を
行った。一時軽快するも再燃し敗血症へ進行したた
め、L5／Slの病巣掻爬およびMEPM封入HA挿入術
を施行した。術後5ヶ月の現在、腰痛および炎症所見は
軽快し経過観察中である。
【考察】今回使用したHAは、ブロックの中心に空洞
があり抗生剤を封入できる構造となっている。骨補填
材料としてだけでなく、将来骨に置換されることが期
待され、さらに感受性のある抗生剤を封入することで
3～4週間の徐放効果が持続するため、骨感染症の治療
に有用であると考えられた。
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